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SymopsIS  

In thefbrest marglnS a mantlecommunlty grOWS，COmpOSed ofmany climbing plants  

and broad－1eaved shrubs．13 associations and 8communities of mantle vegetation are  

recognizedin centralHonshu，and among these18vegetation units are classinedinto3  

alliances；Vitificifoliae－Clematidion terniflorae，Clematido apiifoliae－  

Rubion palmatiand Actinidio－Vition colgnetiae・ The Vitificifoliae－  
Clematidion terniflorae growsin sunnyplacesin thecoastallowlands・The Clema－  

tido apiifoliae－Rubion palmatioccursinthesemi－ShadedfbrestmarglnSinthelower  

mountains．The Actinidio－Vition coignetiae growsin true mountain areas（Fagetea  

Crenatae region）・   

Three di恥rent growth fbrms are recognizedin species of the mantle communities，  

the Rubus－fbrm（ex．Rubuspabnatus var．cqptqphyHu5，Ke77・iajqponica），the erect fbrm  

（ex．Deutzia crenata，Sambucussibbohliana），and the climbing fbrm（ex．VitLg coなnetiae，  

Actinidiapo毎ama）．BoththeVitificifoliae－Clematidion terniflorae and the  

Actinidio－Vitioncolgnetiaeincludecommunitieswithallthreetypesofdominant  

growthfbrm，andthegrowthfbrmspeCtraOfthesecommunitiesarevariable・Ontheother  

hand，theClematido apiifoliae－Rubionpalmatiincludestwotypeslackingthe  

COmmunitydominated bytheerectfbrm，andthegrowth fbrm spectra areconstant・  
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A．エビゾルーセンニンソウ群団（海岸・河辺生林  SynopsIS  
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緑低木群落）  

1．クコ群落   

2．カジイチゴ群集   

3．ビロードカジイチゴ群集   

4．シテトウエビゾルーセンニンソウ群集   

5．センニンソウ群集   

6．メタケ群集   

7．ハマアオスゲーマルバアキグミ群落  

B．ボタンゾルーモミジイチゴ群団（山地・丘陵地  

研究方法および対象  

調査結果  

＊本調査研究の一部は第33回日本生態学会大会（1986，京都）   

で報告された。  
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1nstitute of－ EnvironmentalScience and Technology，   

Yokohama NationalUniversity No．185・  
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Dep・Vegetation Science，Institute of Environmental   

Science＆Technology，YokohamaNationalUniverslty・   

（1986年6月30日受領）  
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8．カナウツギーモミジイチゴ群集  
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9．クサボタンーヤマブキ群集  

10．ボタンゾルーウツギ群落  

11．ジャケツイバラ群落  

12．オオツゾラフジマタタビ群集  

13．フジーマタタビ群落  

C．ミヤママタタビーヤマブドウ群団ほか（山地・  

などでは群集記載が行なわれている。広域的には中部  

地方（宮脇編，1985），関東地方（宮脇編，Ⅰ986）のま  

とめがある。またノイバラクラス全体についての考察  

もある（大場・菅原，1980）。  

研究方法および対象   

野外植生調査および室内作業には植物社会学的方法  

（Braun－Blanquet，1928，1951，1964；Ellenberg，  

1956）が用いられた。まず野外で均質植分内に調査区  

を設け，調査区内における各出現種のリストとその生  

育量（優占度，群度）を測定し，植生調査票を作成す  

る。さらに室内において植生調査票を基に素表，常在  

度表，区分表の順に系統的に表操作を行い，標徴種，  

区分種によって特徴づけられる種組成上の植生単位  

一群集，群落－を抽出する。   

本報では，原植生調査資料のはか，各地域植生誌に  

発表された既発表資料を加え，表操作によって種組成  

の比較を行い，植生単位を見直し，さらに植生単位の  

分布について考察を行なった。また本州中部で植生調  

査された林縁生低木群落の生育形組成を明らかにする  

目的で，植分の構成種のうち林縁生の低木，つる植物  

を3生育形に分類し，各生育形毎にそれぞれの植生単  

位内での被覆指数＊（Deckungswert；Braun－Blanquet，  

1928，195l，1964）および出現種数を算出した。   

本調査研究は本州中部に位置する中部，関東地方の  

ノイバラクラスの植生を対象に，隣接群落とも比較しな  

がら行なわれた。しかし，ノイバラクラスのなかでは，  

砂丘地に発達するハマナスオーダーの植生および伐採  

跡地の植生は除外された。  

湿原辺林縁低木群落）  

14．キクバドコローヤマブドウ群集  

15．イケマーカラハナソウ群落  

16．クロイチゴークマイチゴ群落  

17．クロゾルーノリウツギ群集  

18．レンゲツツジーズミ 群集  

19．ウメモドキーミヤコイバラ群集   

20．ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落   

21．ミヤマウラジロイチゴ」ミヤマニガイチゴ群落  

ⅠⅠ．林縁生低木群落構成種の生育形……………‥ 79  

考察一本州中部の林緑生低木群落の特性………‥ 79  

Ⅰ．本州中部の林緑生低木群落の分布的特徴‥79  

ⅠⅠ．林縁生低木群落の生育形組成…………・…・ 83  

（1）各群団の生育形上の特徴  

（2）群集，群落の生育形上の特徴  

（3）優占生育形と立地  

摘  要  

Zusammenfassung  

引用文献  

は じ め に  

草原や開放水域などの開放景観域に接した森林植生  

の林縁部には一般に夏緑低木やつる植物からなる低木  

林がみられる。これらの林縁生低木林のうち，ウツギ  

属伽〟たれノイバラ属伽∫α，キイチゴ属月〟占〟∫，マタ  

タビ属」c如才粛α，ブドウ属nJ由などで特徴づけられ  

る林縁生低木一つる植物群落はノイバラクラスにまと  

められている。ノイバラクラスの植生は低地の海岸か  

ら山地の稜線までの，様々な環境条件下に発達する森  

林の林縁部に，固有の群落を形成している。   

中部，関東地方のノイバラクラス植生については神  

奈川県（宮脇はか，1972），栃木県塩那地区（宮脇・  

鈴木・鈴木，1984），群馬県沼田市（宮脇・奥田・鈴木  

はか，19糾），神奈川県横浜市（村上，1984．1986）な  

どで地域的な群集，群落が報告されている。また神奈  

川県藤沢市（宮脇・藤原，1968），栃木県沼原（宮脇・  

奥田・藤原，1971），静岡県富士宮（宮脇・村上，1982）  

調 査 結 果   

Ⅰ．植生単位  

A．エビヅルーセンニンソウ群団（海岸・河辺生林縁   

低木群落）   

Vitificifoliae－Clematidion terniflorae   

Murakamiin Miyawaki1983  

1．クコ群落   

LyciumrhombifbHum竜ese11schaft（Tab．1）  

1）相観  

クコの優占する夏緑低木群落。植生高1～1・  

＊被覆指数   

○被覆指数＝  
1つの種の平均被度百分率の総和  

×100  
群集組成表の中の調査資料数   

○平均被度百分率   

優占度5：87．5，優占度4：62．5，優占度3：・37・5，   

優占度2：17．5，優占度1：5．0，優占度＋：0．1   
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より持続する。   

6）分布  

カジイチゴの分布（高橋，1971）に伴い，関東   

地方南部から東海地方，近畿地方にかけて分布す  

る。とくに伊豆諸島では全島に広く生育する。   

7）下位単位  

特にみられない。   

8）上級単位  

センニンソウ，ハマサオトメカズラ，エビゾル   

などを標徴種としてエビゾルーセンニンソウ群団   

に含められる。エビヅルーセンニンソウ群団の中で   

は数少ないキイチゴ属尺〟∂〟∫優占植生である。   

9）その他  

カジイチゴはしばしば人家に植栽され，逸出状   

態の生育地が太平洋側沿海部に広くみられる（大   

場・菅原，1980；宮脇編，1982）  

3．ビロードカジイチゴ群集  

Rubetum ribesioidis Ohba et Sugawara   

1980（Tab．1）  

1）相観  

ビロードカジイチゴ（ハチジョウイチゴ）の優   

占する夏緑低木群落。植生高1．5m。   

2）標徴種  

ビロードカジイチゴ 

3）構成種  

単層群落。ビロードカジイチゴ，アオツゾラフ  

ジ，テ リハノブドゥ，シチトウエビゾル，サルト   

リイバラ，テイカカズラなど。平均出現種数】6種。   

4）生育立地  

海岸部からやや内陸に入った半陰の林縁部に多  

い。   

5）動態  

定期的な刈り込みにより持続する。   

6）分布  

関東地方以南の沿海部。   

7）下位単位  

現在までの資料では識別されていない。   

8）上級単位  

テリハノブドゥ，マルバグミなどを標徴種，区   

分種としてエビゾルーセンニンソウ群団に含めら  

れる。  

4．シチトウエビヅルーセンニンソウ群集  

Vitiizuinsularis－Clematidetum   

terniflorae Murakami in Miyawaki 1986 

（Tab．1）  

1）相観  

シテトウエビゾル，ノイバラ，スイカズラなど   

5m。   

2）区分種  

クコ。   

3）構成種  

単層群落。クコ，へクソカズラ，クズ，スイカ   

ズラ，ノイバラ，センニンソウ，ナワシロイチゴ，   

カナムグラ，ヤエムグラなど。ヨモギクラスの多   

年生草本植物が多数混生する。平均出現種数9種。   

4）生育立地  

砂丘後背地，河川敷，農耕地周辺などの陽地。   

5）動態  

アキノノゲシーカナムダラ群集，カラムシ植分   

などのヨモギクラス植生の遷移相として生育する。   

6）分布  

本州以南の低地。   

7）下位単位  

現在までの植生調査資料からは識別されていな  

い。   

8）上級単位  

センニンソウ，ナワシロイチゴなどを標徴種，   

区分種としてエビゾル叫センニンソウ群団に含め  

られる。   

9）その他  

ノイバラクラスの中でも最も先馬区的な立地に発   

達し，クコ以外の木本植物を欠く純群落状の植分   

も広くみられる。  

2．カジイチゴ群集   

Rubetum trifidi Ohba et Sugawara 1980 

（Tab．1）  

1）相観  

カジイチゴの優占する夏緑低木群落。 植生高   

1～2mに達する。   

2）標徴種  

カジイチゴ。   

3）構成種  

単層群落。はとんどカジイチゴの純群落となる。   

低い常在度でハチジョウイボタ，センニンソウ，テ   

リハノブドゥなどが混生する。平均出現種数15種。   

4）生育立地  

海岸部にみられる。海岸断崖他のテラス状地，   

崖錐地に自然性植分を形成する。二次的植分は海   

岸砂丘後背地のクロマツ植林林縁などにみられる。   

伊豆諸島では火山砂礫地にも生育する。   

5）動態  

テラス状地，崖錐地の植分は，浅く不安定な土   

壌条件の基で土地的終局相として生育する。クロ   

マツ植林の林縁などの植分は定期的な刈り込みに  
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の優占する低木一つる植物群落。植生高は1～2  

mである。   

2）標徴種・区分種  

シチトウエビゾル，ツルソバ，ハチジョウイボタ。   

3）構成種  

単層群落。群集標後程，区分種に加え，テリハ  

ノイバラ，ハマサオトメカズラ，スイカズラ，ト  

コロ，サルトリイバラ， アオツゾラフジ，ノブド   

ゥ，マルバグミ，センニンソウ，カジイチゴ，ツ  

ワブキなどが生育する。平均出現種数16種。   

4）生育立地  

海岸砂丘や礫浜の後背地，クロマツ防潮林の林   

縁，農耕地，人家の周辺など。センニンソウ群集  

と同じく開放景観に接した陽地に多い。   

5）動態  

海岸部の自然性の植分は潮風ぼどの撹乱要因に   

より土地的な持続群落を形成している。農耕地周   

辺，人家周辺などの二次的植分は放置されると夏   

緑低木林であるガクアジサイーラセイタタマアジ   

サイ群集に遷移する。林縁では人為的な刈り込み   

を受け持続する。   

6）分布  

伊豆諸島に限られる。各島でも海岸部に集中し  

てみられる。   

7）下位単位  

遷移段階によって2亜群集が区分されている   

（宮脇編，1986）。   

8）上級単位  

センニンソウ，テリハノイバラ，ナワシロイチ   

ゴなどを標徴種，区分種としてエビゾルーセンニ  

ンソウ群団に含められる。   

9）その他  

本州に広く分布するセンニンソウ群集と同位の   

群集セある。群集生態的に共通性が高い。  

5．センニンソウ群集  

Clematidetum terniflorae Miyawaki  

et Fujiwara1968em．Murakamiin  

Miyawaki1983（Tab．1）   

り相観  

センニンソウ，エビヅル，ノイバラ，アズマネ   

ザサなどの優占する夏緑低木一つる植物群落。植   

生高は1～3m である。   

2）標徴種・区分種  

エビゾル，センニンソウ，ナワシロイチゴ，テ   

リハノイバラなど。   

3）構成種  

単層群落。群集標徴種，区分種のはかノイバラ，  

アズマネザサ，アオツヅラフジ，へクソカズラ，   

クズ，ヤマノイモ，トコロ，サルトリイバラ，ス   

イカズラ，ノブドゥ，ヤマグワ，ツルウメモドキ，  

ウツギ，アケビ，ミツバアケビ，ヌルデ，ススキ，   

ヨモギ，アカネなどが混生する。平均出現種数   

16種。   

4）生育立地  

海岸砂丘後背地，礫浜後背地，河川下流部の河   

川敷，農耕地周辺，人家周辺，喝傍などの開放景  

観域に面した冨養な陽地。ハマボウフウクラス，  

ススキクラス，ヨモギクラス，ヨシクラスなどの   

草原植生に隣接して生育することが多い。   

5）動態  

海岸砂丘後背地，河川下流部の河川敷などの自   

然性の植分は潮風や増水などの撹乱条件のもとで   

土地的な持続群落を形成している。農耕地周辺，   

人家周辺，路傍などの二次的植分は放置されると   

クサギーアカメガシワ群団に遷移する。林縁では   

人為的な刈り取り込みを受け持続する。   

6）分布  

本州以南の沿海低地に分布する。   

7）下位単位  

ローム土質の海岸断崖肩部に発達するアズマネ   

ザサ優占植分は特定の区分種をもたないアズマネ   

ザサ亜群集に含められる。それ以外のノイバラ，   

エビヅルなどの優占植分はウツギ，ヤマノイモ，   

ノブドゥ，ツルウメモドキなどで区分されウツギ   

亜群集にまとめられる。ウツギ亜群集はさらに，   

テリハノイバラ，クズ，ツユクサなどで区分され   

る原野状の植分（クズ変群集）と，それら区分種   

を持たない林縁生の小面積の植分（典型変群集）   

に下位区分される。   

8）上級単位  

センニンソウ群集は群集標徴種であるエビゾル，   

センニンソウなどを同時に群団標徴種としてエビ   

ゾルーセンニンソウ群団に含められる。群団の典   

型部をなす群集である。  

6．メダケ群集  

Pleioblastetum simoniiMinamikawa   

1970（Tab．1）  

1）相観  

メダケの優占する常緑低木群落。植生高 2～  

4m に達する。   

2）標徴種  

メダケ。   

3）構成種  

低木層：メダケ   
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飛砂や土壌表層の乾燥，移動などを伴う砂丘半   

安定地で，森林植生への遷移が阻害されている。   

6）分布  

茨城県勝田市。   

7）下位単位  

現在までの資料では識別されていない。   

8）上級単位  

テリハノイバラ，エビゾルを標徴種，区分種と  

してエビヅルーセンニンソウ群団に含められる。   

9）その他  

川原の砂礫地に生育するドクウツギーアキグミ   

群集と生態，種組成的に共通点がある。  

B．ボタンヅルーモミジイチゴ群団（山地・丘陵地生   

林縁低木群落）   

Clematido apiifoliae－Rubion palmati   

Murakamiin Miyawaki1983  

8．カナウツギーモミジイチゴ群集   

Stephanandro tanakae－Rubetum copto－   

phy11iMiyawakietMurakami1982（Tab．1）  

1）相観  

カナウツギの優占する夏緑低木群落。植生高   

1～2mに達する。   

2）標徴種・区分種  

カナウツギ，シシウド。   

3）構成種  

単層群落。カナウツギ，モミジイチゴ，ミツバ  

ウツギ，スイカズラ，ノイバラ，アケビ，ボタン   

ヅル，ウツギ，へクソカズラ，ヨモギ，シシウド，  

タチッボスミレなど。平均出現種数19種。   

4）生育立地  

ススキ草原中の先馬区低木群落として，あるいは   

ススキ草原に面した森林林縁部などに斑状，帯状  

の植分を形成する。富士山西麓の朝霧高原ではフ  

ジサンニ シキウツギーマメザクラ群集，カシワ植  

分などの林縁植生を形成している。   

5）動態  

ススキ草原の遷移相であり，フジサンニシキウ  

ッギーマメザクラ群集などのより植生高の高い夏   

緑樹林へ遷移する。林縁では人為的な刈り込みを  

受け持続する。   

6）分布  

富士山周辺のフォツサ・マグナ地域に集中して  

みられる。   

7）下位単位  

土壌条件，加えられる人為的影響などにより3  

亜群集が区分されている（宮脇・村上，1982）。   

草本層：ノイバラ，フジ，カナムグラ，ヤエム  

グラなど  

平均出現種数12種。   

4）生育立地  

河川中流部の自然堤防上。ローム土質の海岸断   

崖肩部。   

5）動態  

数年に一度の大増水時に冠水し，あるいは海か   

らの強い風衝により森林植生への遷移が抑制され  

る。   

6）分布  

福島県以南の低地。   

7）下位単位  

特にみられない。   

8）上級単位  

エビゾルーセンニンソウ群団ではメダケおよびア   

ズマネザサのメダケ属 Pねわ∂rα∫抽∫ のササが   

特徴的である。山地帯のササ属∫α∫α と異なり，   

これらメダケ属の植物は海岸断崖地，河川辺など   

に，植生高3～4m に達する密生した低木林を   

形成する。これらメダケ属の植分は種組成，分布，   

生育立地からみてエビゾルーセンニンソウ群団の   

植生に所属される。メダケ群集はヤエムグラ，ナ   

ワシロイチゴなどを標徴種，区分種としてエビゾ   

ルーセンニンソウ群団に含められる。   

9）その他  

砂丘地などでは人家周辺や畑地に防風柵として   

植栽される。  

7．ハマアオスゲーマルバアキグミ群落   

Cα′e．方ノ治r肋∫α－g加αg〃〟∫〟椚占e肋rαVar・   

rotund拘Ha－Gesellschaft（Tab．1）  

1）相観  

マルバアキグミの優占する夏緑低木群落。植生   

l笥 2～3m o   

2）区分種  

マルバアキグミ，ドクウツギ，ハマアオスゲ，  

チガヤ。   

3）構成種  

低木層：マルバアキグミ，イボタノキ，テリハ  

ノイバラ，スイカズラ，へクソカズラ，  

ノブドゥ，ツルウメモドキなど  

草本層：ハマアオスゲ，チガヤ，ヒメヤプラン，  

ススキなど  

平均出現種数14種。   

4）生育立地  

海岸砂丘後背地。砂地上。   

5）動態  
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8）上級単位  

モミジイチゴ，ボタンゾル，ミツバウツギなど   

を標徴種としてボタンゾルーモミジイチゴ群団に   

ふくめられる。陽地生の植生であるため，センニ   

ンソウ，ナワシロイチゴなどのエビヅルーセンニ   

ンソウ群団の種群が低い常在度で出現する。   

9）その他  

カナウツギーモミジイチゴ群集の原調査資料は   

静岡県朝霧高原からまとめられている（宮脇・村   

上，1982）。ボタンゾルーモミジイチゴ群団の植   

生の中では数少ない陽地生の植生である。  

9．クサボタンーヤマブキ群集  

Clematido stantis－Kerrietum   

japonicae Murakami in Miyawaki 1985 

（Tab．1）  

1）相観  

ヤマブキの優占する夏緑低木群落。植生高1～  

1．5m。   

2）標徴種・区分種  

ヤマブキ，クサボタン，サンシヨウ，バイカウ   

ツギ，ナンバンハコベなど。   

3）構成種  

単層群落。群集標徴種，区分種のはか，モミジ  

イチゴ，コゴメウツギ，ボタンヅル，ヤマグワ，キ   

ブシ，ウツギ，ヒメウツギ，マルバウツギ，ヤマ   

アジサイ，クマイチゴ，アケビ，へクソカズラ，  

シオデ，トコロなど。平均出現種数19種。   

4）生育立地  

山地，丘陵地の渓谷部。ケヤキ林，サワグルミ   

林などの半日陰の林縁にみられる。土壌は砂礫質   

で浅く，崩れ易い。やや湿性である。   

5）動態  

弱い崩壊性の立地に持続群落として生育してい  

る。土壌が安定すればタマアジサイーフサザクラ  

群集などに遷移する。   

6）分布  

本州以南。石灰岩地で植分の発達が良い。西日  

本では石灰岩地に分布が集中する。   

7）下位単位  

へクソカズラ，ミツバアケビ，サンシヨウ，ヤ  

マグワで区分されるへクソカズラ亜群集と，カラ  

ハナソウ，サルナシ，バイカウツギ，．ニワトコで   

区分されるカラハナソウ亜群集に下位区分される。  

へクソカズラ亜群集は標高約600m以下のヤブ  

ツバキクラスの植分が，カラハナソウ亜群集には  

それ以高の主にブナクラス域の植分がまとめられ  

る。   

8）上級単位  

モミジイチゴ，ボタンゾル，コゴメウツギなど   

を標徴種としてボタンゾルーモミジイチゴ群団に  

ふくめられる。  

10．ボタンヅルーウツギ群落  

CkmatLgqpゆHa－Deutziacrenata－Gesellschaft   

（Tab．1）  

1）相観  

ボタンゾル，モミジイチゴ，ウツギ，コゴメウ   

ッギなどの優占する低木一つる植物群落。植生高  

1′－2m。   

2）区分種  

ボタンゾル，モミジイチゴ，コゴメウツギ，キ  

ブシ，ガマズミなど。   

3）構成種  

多くは単層構造である。群落区分種のほかアオ  

ツゾラフジ ，トコロ，ノブドゥ，スイカズラ，ヤ  

マノイモ，ニワトコ，フジ，ツルウメモドキ，ミ  

ツバアケビ，サルトリイバラ，ツルニンジン，ク  

サコアカソ，ゼンマイ，チヂミザサ，ススキなど。  

平均出現種数21種。   

4）生育立地  

山地，丘陵地の半陰の林縁に広くみられる。尾  

根部などの乾性立地を除く適潤～湿潤地。オオツ  

ゾラフジーマタタビ群集のように面的な植分を形   

成することは少ない。林縁部に帯状の植分でみら  

れる。   

5）動態  

植生調査された植分は林道辺のものが多く，定  

期的な刈り込みを受けて持続している。   

6）分布  

本州以南のアカガシーシラカシ群団域。   

7）下位単位  

生育立地によっていくつかの下位単位が区分さ  

れる。林道法面などの乾性な崩壊地に先駆的に生  

じたモミジイチゴ優占植分は典型下位単位に含め  

られる。それに対し林縁部の植分はウツギ，コゴ  

メウツギ，キブシ，ヤマノイモ，ミツバアケビな  

どで区分され，ウツギ下位単位にまとめられる。  

ウツギ下位単位はさらにタマアジサイ，コクサギ，  

アケビ，ニワトコなどで区分される適潤立地生の  

タマアジサイ下位単位と，サルトリイバラ，クマ  

ヤナギで区分されるやや乾性立地生のサルトリイ  

バラ下位単位に下位区分される。   

8）上級単位  

群落区分種であるボタンゾル，モミジイチゴ，  

コゴメウツギ，キブシ，ガマズミなどを同時に群   
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polygamae Murakami in Miyawaki 1983 

（Tab．1）  

l）相観  

マタタビもしくはオオツゾラフジの優占する木質  

つる植物群落。植生高は支持体に依存し2～5mo   

2）標徴種・区分種  

オオツゾラフジ，ウラジロウツギ。   

3）構成種  

低木層：マタタビ，オオツゾラフジ，キブシ，  

コウゾ，ヤマグワ，ウツギ，クズ，ヤマノ  

イモ，トコロ，ノブドゥ，ニワトコなど  

草本層：クマイチゴ，へクソカズラ，モミジイ  

チゴ，シオデ，アカネ，イタドリ，イ  

ヌワラビなど  

平均出現種数19種。   

4）生育立地  

渓谷，谷状地の適潤な深土壌地。土壌は礫質で   

あるが比較的安定している。サワグルミ林やケヤ   

キ林，スギ植林の林縁部，光斑部にみられる。   

5）動態  

渓流の増水や，風倒木などで生じた陽地に遷移   

相として生育する。しばしば谷部に一面に広がり，   

発達したつる植物群落を形成する。   

6）分布  

中部地方以西のアカガシーシラカシ群団域。   

7）下位単位  

現在までの中部地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

モミジイチゴ，ボタンゾル，コウゾなどを標徴   

種としてボタンゾルーモミジイチゴ群団にふくめ  

られる。群集標徴種であるオオツゾラフジは関東   

地方まで分布が確認されているが，現在までの関   

東地方の植生調査資料には出現していない。   

9）その他  

優占種であるマタタビは，初夏に頂部の葉が白   

変して開花し，目をひく季節相を形成する。  

13．フジーマタタビ群落  

肋Jeriaj70l■ibtulda－Ac（inidiapoO：・gama－Geselト  

schaf［（Tab．1）   

1）相観  

マタタビ，フジの優占する木質つる植物群落。  

植生高は3～5m。   

2）区分種  

ウチワドコロ，ヤマウコギ。オオツヅラフジー  

マタタビ群集に対し，ボタンゾル，ミツバウツギ，  

ヤマブキ，ノイバラなど。   

団標徴種，区分種としてボタンゾルーモミジイチ  

ゴ群団に含められる。すなわち，本群落はボタン  

ゾルーモミジイチゴ群団の典型部をなす植生単位  

である。   

9）その他  

ボタンゾルーウツギ群落には群落相観あるいは   

種組成の上で林縁植生として未発達な植分が多く   

含まれる。オオツゾラフジーマタタビ群集，クサ   

ボタンーヤマブキ群集などの他群集の標徴種，  

区分種を欠く貧化相に位置づけされる。  

11．ジャケツイバラ群落   

Caesak）iniajaponica竜esellscha丘（Tab・1）   

l）相観  

ジャケツイバラの優占する木質つる植物群落。  

植生高3～4m。   

2）区分種  

ジャケツイバラ。   

3）構成種  

ジャケツイバラ，コウゾ，ウツギ，へクソカズ  

ラ，クズ，トコロ，ツルウメモドキ，スイカズラ，  

ニワトコ，フジ，アケビ，ミツバアケビ，コゴメ  

ウツギ，ツルニンジン，タラノキなど。平均出現  

種数16種。   

4）生育立地  

やや開放的な谷状地，適潤立地。現存植分はス  

ギ植林などの林縁や，林道建設に伴って生じた谷  

状の崩壊地に多くみられる。   

5）動態  

大形のつる植物群落を形成しており，長期間持  

続する。次第にクサギーアカメガシワ群団の夏緑  

広葉樹林に遷移してゆく。   

6）分布  

本州以南。ヤブツバキクラス域を中心にみられ  

る。   

7）下位単位  

現在までの資料では識別されていない。   

8）上級単位  

ボタンゾル，コゴメウツギ，コウゾなどを群団  

標徴種，区分種としてボタンゾルーモミジイチゴ  

群団に含められる。   

9）その他  

ジャケツイバラは日本付近を北限として東南ア  

ジア熱帯地域に広く分布している。生育地は海岸  

部からやや内陸地域まで広い。中部，関東地方で  

は内陸部の植分が植生調査された。  

12．オオツヅラフジーマタタビ群集  

Sinomenio acuti・Actinidietum  
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3）構成種  

低木層：マタタビ，フジ，クズ，トコロ，ニワ  

トコ，ボタンゾル，ヤマグワ，ウツギ，  

ヤマノイモ，トコロ，アケビ，ノブド  

ゥ，ニワトコなど  

草本層：クマイチゴ，アケビ，へクソカズラ，  

モミジイチゴ，シオデ，アカネ，イタ  

ドリなど  

平均出現種数20種。   

4）生育立地  

オオツゾラフジーマタタビ群集と共通した，渓   

谷，谷状地の適潤な深土壌地。サワグルミ林やケ   

ヤキ林，スギ植林の林縁部，光斑部に多い。   

5）動態  

渓流の増水や，風倒木などで生じた陽地，林道   

辺，伐採跡地に遷移相として生育する。   

6）分布  

中部地方以北のアカガシーシラカシ群団域～ブ   

ナクラス域。   

7）下位単位  

現在までの関東地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

モミジイチゴ，ボタンゾル，コウゾなどを標徴   

種としてボタンゾルーモミジイチゴ群団にふくめ  

られる。   

9）その他  

本州中部以西に分布するオオツゾラフジーマタ  

タビ群集の同位群落である。  

C．ミヤママタタピーヤマブドウ群団ほか（山地・湿   

原辺林縁低木群落）   

Actinidio－Vition colgnetiae Miyawakiet al・  

19（；8 u．a．  

14．キクバドコローヤマブドウ群集  

Dioscoreo－Vitietum colgnetiae   

Miyawakiet al．1968（Tab・1）  

1）相観  

ヤマブドウの優占する木質つる植物群落。植生  

高は支持体に依存し2～5m。   

2）標徴種・区分種  

ヤマブドウ，ミヤママタタビ。   

3）構成種  

一般に単層群落。ヤマブドウ，ミヤママタタビ，  

ノリウツギ，サルナシ，クマイチゴ，イヌツルウ  

メモドキ，イケマ，キクバドコロ，ニワトコ，キ  

ブシなど。平均出現種数17種。   

4）生育立地  

山地の谷状地，凹状斜面の適潤な，やや崩壊性  

の斜面。   

5）動態  

渓流の増水や，風倒木などで生じた陽地，林道  

辺に遷移相として生育する。またブナ林，イヌブ  

ナ林，サワグルミ林などの林縁部に持続群落とし  

て発達する。   

6）分布  

日本全国のブナクラス域。   

7）下位単位  

林縁部などに小面積で生育した未発達な植分は   

典型亜群集にふくめられる。また崩壊性の谷部な  

どに広い面積で発達した植分はイヌツルウメモド   

キ，キブシ，キクバドコロ，ミツバアケビなどで   

区分され，イヌツルウメモドキ亜群集にまとめら  

れる。   

8）上級単位  

ノリウツギ，イケマ，イヌツルウメモドキなど  

を標徴種，区分種として，ミヤママタタビーヤマ  

ブドウ群団に含められる。   

9）その他  

キクバドコローヤマブドウ群集はミヤママタタ  

ピーヤマブドウ群団の中心的群集であり，全国の  

ブナクラス域に最も広く生育している。  

15．イケマーカラハナソウ群落   

q′〃α乃C如J∽Cα〟dαr〟∽－〃〟椚〟J〟∫／叩〟／〟∫Var・   

cordybHus－Gesellschaft（Tab．1）   

l）相観  

カラハナソウ，イケマの優占するつる植物群落。  

植生高1．5～2m。   

2）区分種  

ミヤママタタビーヤマブドウ群団の他の群集，  

群落に対しウチワドコロ。   

3）構成種  

カラハナソウ，イケマ，ウチワドコロ，ニワト  

コ，クマヤナギ，ボタンゾル，クマイチゴ，イタ   

ドリ，シシウド，ウド，オオヨモギなど。平均出  

現種数18種。   

4）生育立地  

渓谷部のサワグルミ林やオノエヤナギ林に接し  

た湿潤な林縁。渓流やオニシモツケーオオヨモギ   

クラスの高茎草原に接した日照条件の良い立地に  

発達する。   

5）動態  

人為や流水により，生育地の土壌は定期的に流  

動し，植分は消滅・発達を繰り返す。   
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低木群落。植生高0．3～l．6m。   

2）標徴種・区分種  

クロゾル，オオバスノキ。   

3）構成種  

単層群落。クロゾル，ノリウツギ，クマイチゴ，  

ミヤマウラジロイチゴ，サルナシなど。平均出現   

種数9種で，ミヤママタタビーヤマブドウ群団の  

なかで最も少ない。   

4）生育立地  

山地の稜線沿いや，林道辺などの乾性な林縁部。  

ブナ林，ミヤマナラ低木林などに隣接して生育す  

る。   

5）動態  

風衝，刈り込みなどの条件下で持続する。   

6）分布  

本州以南のブナクラス域。   

7）下位単位  

現在までの関東地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

ノリウツギ，クマイチゴなどを標徴種，区分種  

としてミヤママタタビーヤマブドウ群団に含めら  

れる。   

9）その他  

乾性立地に生育する林縁生低木群落であり，つ  

る植物の混生が少ない。  

18．レンゲツツジーズミ群集  

Rhododendro－MaletumJaPOnicae   

Miyawaki，OkudaetFujiwara1971（Tab・l）  

1）相観  

ズミの優占する夏緑低木群落。植生高は1．5～  

7m。   

2）標徴種・区分種  

ズミ，カンボク，カラコギカエデ，ミヤマイボ  

ノタなど。   

3）構成種  

低木層：ズミ，カンボク，カラコギカエデ，ミ  

ヤマイボタ，ミヤマウコギ，ホザキシ  

モツケなど  

草本層：ミヤコザサ，ツボスミレ，ナルコユリ  

など  

平均出現種数24種。   

4）生育立地  

湿原周辺のハンノキ林などの林縁群落，湿原内  

の先駆性低木林として生育する。高層湿原，中間  

湿原辺に多い。   

5）動態   

6）分布  

関東地方北部。   

7）下位単位  

現在までの植生調査資料からは識別されていな  

い。   

8）上級単位  

カラハナソウ，イケマなどを標徴種，区分種と  

してミヤママタタビーヤマブドウ群団に含められ  

る。   

9）その他  

キクバドコローヤマブドウ群集と比較し，より  

先駆的な立地に生育する草質のつる植物群落であ  

る。ヤブツバキクラス域のアキノノゲシーカナム  

ダラ群集と生育立地，群落相観の上で共通点がみ  

られる。  

16．クロイチゴークマイチゴ群落  

尺〟占〟∫椚e∫Ogαe〟∫一尺〟占〟∫CrαJα曙紳助∫－  

Gesellschaft（Tab．1）   

1）相観  

クロイチゴおよびクマイチゴの優占する夏緑低  

木群落。植生高約2m。   

2）区分種  

クロイチゴ。   

3）構成種  

クロイチゴ，クマイチゴ，ウド，フキなど。平  

均出現種数15種。   

4）生育立地  

ケヤキ林に接した崩壊性礫地。半陰地。   

5）動態  

土壌の崩壊性によって持続群落として成立して  

いる。   

6）分布  

関東地方北部。   

7）下位単位  

現在までの関東地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

イケマ，ニシキウツギを標徴種，区分種として  

ミヤママタタピーヤマブドウ群団に含められる。   

9）その他  

本州中部ブナクラス域では数少ないキイチゴ属  

月〟ゐ〟∫ 優占の林縁群落である。  

17．クロヅルーノリウツギ群集   

TripteryglO－Hydrangeetumpaniculatae   

Ohbaet Sugawara1980（Tab．1）   

1）相観  

クロゾルもしくは，ノリウツギの優占する夏緑  
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湿性遷移系列の一次遷移相を形成する。   

6）分布  

日本全国のブナクラス域。   

7）下位単位  

中部地方のやや低海抜地の植分はノイバラ，ア   

ケビ，カラハナソウなどで区分され，ノイバラ亜   

群集にまとめられる。関東地方，日光戦場ケ原の   

植分はホザキシモツケで区分され，ホザキシモツ  

ケ亜群集に含められる。   

8）上級単位  

カラハナソウ，イケマ，ノリウツギなどを標徴   

種，区分種としてミヤママタタビーヤマブドウ群  

団に含められる。  

19．ウメモドキーミヤコイバラ群集   

Iliciserratae－Rosetum paniculigerae   

Murakamiin Miyawaki1983（Tab．1）   

1）相観  

クロミノニシゴリ，サクラノ心、ンノキ，イヌツゲな  

どの優占する夏緑低木群落。植生高l．5～3m。   

2）標徴種・区分種  

イヌツゲ，クロミノニシゴリ，ウメモドキ，ミ  

ヤコイバラ，イソノキなど。   

3）構成種  

低木層：イヌツゲ，クロミノニシゴリ，ウメモ  

ドキ，ミヤコイバラ，イソノキ，ノリ  

ウツギ，ヤマウルシなど  

草本層：ゼンマイ，ショウジョウバカマ，サワ  

シロギク，ヒメシロネなど  

平均出現種数18種。   

4）生育立地  

湿原周辺の林縁群落，湿原内の先駆性低木林と  

して生育する。   

5）動態  

湿性遷移系列の一次遷移相を形成する。   

6）分布  

太平洋側地域。ヤブツバキクラス域（標高10～   

150m）。   

7）下位単位  

現在までの中部地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

現在の時点では所属する群団は明らかでない。  

ミヤママタタビーヤマブドウ群団に対しノリウツ  

ギが共通種として挙げられる。   

9）その他  

日本海側ではミヤマウメモドキーハイイヌツゲ  

群落に置き代わる。  

20．ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落   
Jおズ〃如0〃わαイおズC′e〃αJαVar・卯血血紗   

Gese11schaft（Tab．1）   

1）相観  

ミヤマウメモドキおよびハイイヌツゲの優占す  

る低木群落。植生高2～3m。   

2）区分種  

ハイイヌツゲ，ミヤマウメモドキ。   

3）構成種  

低木層：ハイイヌツゲ，ミヤマウメモドキ，ノ  

リウツギ，ヤプデマリなど  

草本層：カサスゲ，タチギボウシ，ヒメシダな  

ど  

平均出現種数25種。   

4）生育立地  

湿原周辺のハンノキ林などの林縁群落，湿原内  

の先駆性低木林として生育する。   

5）動態  

湿性遷移系列の一次遷移相を形成する。   

6）分布  

本州日本海側の低海抜地域（280～740m）。   

7）下位単位  

現在までの中部地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

現在の時点では所属する群団は明らかでない。  

ミヤママタタビーヤマブドウ群団に対しノリウツ  

ギが共通種として挙げられる。   

9）その他  

ウメモドキーミヤコイバラ群集に対応した日本  

海側地域の湿原辺低木群落である。  

21．ミヤマウラジロイチゴーミヤマニガイチゴ群落  
Rubus yabei－Rubus koehneanus｛iesellscha托   

（Tab．1）   

1）相観  

ミヤマウラジロイチゴ，ミヤマニガイチゴの優  

占する夏緑低木群落。植生高 0．5～1．2m。   

2）区分種  

ミヤマウラジロイチゴ，ゴヨウイチゴ，ナナカ  

マド。  

3）構成種  

群落区分種に加え，ハリブキ，トガスグリ，ク  

マイチゴ，ゴゼンタチバナ，コガネギクなど。平  

均出現種数13種。   

4）生育立地  

ダケカンバ林，シラビソーオオシラビソ群集の  

林縁部や林道法面。やや乾性な陽地で崩壊性があ   
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および平均出現種数を算出した結果がFig．4 に示さ  

れている。  

考察一本州中部の林縁生低木群落の特性   

Ⅰ．本州中部の林縁生低木群落の分布的特徴   

中部，関東地方からまとめられた林縁生低木群落は  

12群集，9群落である。以下各植生単位の本州中部  

における垂直，水平分布と生育立地の特徴について考  

察されている。  

A．エビヅルーセンニンソウ群団   

エビゾルーセンニンソウ群団は標高100m 以下の  

低地に集中して分布している（Fig．1b）。 エビヅル  

ーセンニンソウ群団は海洋，河川，草原など，開放景  

観に面した陽地に発達し，その代表的な生育地は海岸，  

沖積平野を流れる河川下流部の河川敷，そして農耕地  

周鱒である。このような地形的な要因により，エビヅ  

ルーセンニンソウ群団の植生は沿海部，平野部などの  

低海抜地に分布が集中している。しかし他方で，河川  

沿い（メダケ群集），低層湿原辺（センニンソウ群集）  

さらに火山の一次遷移地（カジイチゴ群集）など，地  

史的に草原植生および裸地が持続してきた立地にはエ  

ビゾルーセンニ ンソウ群団およびその標徴種が500m  

以上の高海抜地まで上昇する（Fig．2b）。 富士山西  

麓にあたる朝霧高原には広大なススキ草原に接してカ  

ナウツギーモミジイチゴ群集が生育している。カナウ  

ツギーモミジイチゴ群集は種組成全般からボタンゾル  

ーモミジイチゴ群団に含められる植生であるが，低い  

常在度ながらエビゾル，センニンソウなどのエビゾル  

ーセンニ■ンソウ群団の標徴種群が混生している。同様  

のエビゾルーセンニンソウ群団およびその標徴種の上  

昇現象は富士山南麓，東麓のボタンゾル¶ウツギ群落  

にも認められる。   

関東地方は水平的に，標高100m以下の平野部が  

内陸まで広がっている。それに伴いエビゾルーセンニ  

ンソウ群団は，関東地方では関東山地の山麓部まで大  

きく内陸に分布を広げている（Fig．1a）。   

東京都に属する伊豆諸島にはカジイチゴ群集，シチ  

トウエビゾルーセンニンソウ群集，ビロードカジイチ  

ゴ群集の3群集が生育している。カジイチゴ群集は三  

宅島雄山の山頂直下の標高700m 付近に分布がみら  

れ，エビゾルーセンニンソウ群団の中では最も高海抜  

地まで生育している。伊豆諸島において，このカジイチ  

ゴ群集を含むエビゾルーセンニンソウ群団の上昇現象  

は三宅島，大島，八丈島などの現在活動中の火山島で  

特に顕著にみられ，これらの島では全島がエビゾルー  

センニンソウ群団域に含まれる。これは一次遷移途上   

る。   

5）動態  

植分は土壌の崩壊性によって持続している。   

6）分布  

関東地方北部。コケモモートウヒクラス域。   

7）下位単位  

現在までの関東地方の植生調査資料からは識別  

されていない。   

8）上級単位  

現在の時点では所属する群団は明らかでない。  

ミヤママタタビーヤマブドウ群団に対しミヤマニ  

ガイチゴが共通種として挙げられる。   

9）その他  

関東山地で調査された亜高山性のキイチゴ属  

月〟∂〟∫優占群落である。このほか本州中部の   

亜高山帯林縁部にはミヤマモミジイチゴ植分，  

コマガタケスグリ植分などがみられる。  

Ⅱ．林縁生低木群落構成種の生育形   

林縁部は，草本植物中心の草本植生と，高木あるいは  

低木性の木本植物優占の森林植生の移行帯に位置して  

いる。そのため構成種は草本植物から直立形木本植物  

まで多彩である。林縁生低木群落の構成種のうち，林  

縁に特徴的に出現する低木，つる植物はキイチゴ形植  

物，直立低木形植物，つる植物の3生育形に分類され  

た。各生育形の概略は以下の通りである。   

キイチゴ形植物：根ざわから株立ちし，叢生する短  

命の茎を多数出す木本植物。  

例：ハギ属，キイチゴ属，コゴメ  

ウツギ，カナウツギ，ヤマブキ，  

クコ   

直立低木形植物：比較的長命の幹を直立し，多数分  

枝する植物。  

例：ウツギ，ニワトコ，ヤマグワ，  

キブシ，メダケ，アズマネザサ，  

ズミ，ウメモドキ   

つ る 植 物：巻きひげ，および茎や茎の逆刺な  

どによって，他の植物を支持体と  

して，伸長するつる植物。木質植  

物（藤本），革質植物に分けられる  

が，本報では一括されている。  

例：マタタビ属，ブドウ属，ヤマ  

ノイモ属，サルトリイバラ属，ハ  

ンショウゾル属（クサボタンを除  

く），へクソカズラ，スイカズラ，  

カラハナソウ，イケマ，フジ   

これらの生育形ごとに，各植生単位内での被覆指数  
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＊＊植生単位Vegetationseinheiten  

b．垂直分布VertikaleVerb長itung  a・水平分布HorizontaleVerbreitung  

Fig．1エビゾルーセンニンソウ群団の調査地点図  

Aufnahmeorte des Vitiriciroliae－Clematidion terniflorae  

▲，Lr：クコ群落 Lycium rhomb拘Hum－Gesellschaft  

■，Rt：カジイチゴ群集 Rubetum trifidi  

□，Rr：ビロードカジイチゴ群集 Rubetum ribesioidis  

▼，VC：シテトウエビゾルーセンニンソウ群集 Vitiizuinsularis－Clematidetum  

terniflorae  

●，Ct：■センニンソウ群集 Clematidetum terniflorae  

△，Ps：メダケ群集 Pleioblastetum simonii  

◆，CE：ハマアオスゲーマルバアキグミ群落 Cαreズノ路r批ばα－g加αg〃〟∫〟椚∂e侮Jα  

var. rotundifolia-Gesellschaft 

植物群落として，砂丘後背地などの沿海部に生育して  

いる。   

ェビヅルーセンニンソウ群団は全般的に，海岸部を中  

心に生育するカジイチゴ群集，シチトウエビゾルーセンニ  

ンソウ群集，ハマアオスゲーマノレヾアキダミ群落，また海  

芹および河川辺両方にみられるメダケ群集，クコ群落  

など，いずれも海岸および河川沿いにおいて固有の植  

生が発達している。これらの生育地はエビゾルーセン   

の草原および裸地が海岸部から山地にいたるまで連続  

して広がっている点，さらに全島が海洋性気候で覆わ  

れ温暖な気候条件下にある点が原因として考えられる。  

伊豆諸島のカジイチゴ群集は海岸に多い陽地生の植生  

であるが，同じく伊豆諸島に分布するビロードカジイ  

チゴ群集は，ヤブツバキクラス林の半陰の林縁植生と  

してカジイチゴ群集と生育立地に差がみられる。また  

シテトウエビヅルーセンニンソウ群集は陽地生のつる  
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a・水平分布Horizontale Verbreitung  b．垂直分布VertikaleVerbreitung   

Fig．2 ボタンゾルーモミジイチゴ群団の調査地点図  

Auhahmeorte des Clematido apiifoliae－Rubion palmati  

◆，SR：カナウツギーモミジイチゴ群集 Stephanandro tanakae－Rubetum  

COptOphylli  

■，CK：クサボタンーヤマブキ群集 Clematido stantisTKerrietum japonicae  

●，CD：ボタンゾルーウツギ群落 ChmatLs apiUbHa－Deutzia crenatかGese11schaft  

◇，Cj：ジャケツイバラ群落 Caesak）iniajaponica－Gesellschaft  

▲，SA：オオツゾラフジーマタタビ群集 Sinomenio acuti－Actinidietum  

polygamae  

▼，WA：フジーマタタビ群落 Fmste7iaJわribundaActinidiapo毎ama－Gese11schaft  

ニンソウ群団の自然性生育地と考えられる。一方，人  

為的な草原化一関墾，開発一によって陽地生のエビゾ  

ルーセンニンソウ群団の生育域は広がりつつある（村  

上，1984）。しかしそのような人為的環境に生育する  

植生は，群団典型部を構成し，特定の群集標徴種を持  

たないセンニンソウ群集に限られる。センニンソウ群  

集が他のエビヅルーセンニンソウ群団の群集，群落と  

比較して面的な生育域を示しているのはそのためと考  

えられる。  

B．ボタンヅルーモミジイチゴ群団   

ボタンヅルーモミジイチゴ群団の群団としての垂直  

分布は標高はぼ50～1000mで，アカガシーシラカシ群  

田城からブナクラス域にかけて集中している（Fig．2  

b）。各植生単位ではカナウツギーモミジイチゴ群集，  

クサボタンーヤマブキ群集，オオツゾラフジーマタタ  

ビ群集，フジーマタタビ群落がいずれも標高400～  

800mのアカガシーシラカシ群団域を中心にみられる。  

また群団典型部であるボタンゾルーウツギ群落，ジャ   
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Fig．3 ミヤママタタピーヤマブドウ群団ほかの調査地点図  

Aufnahmeorte des Actinidio－Vition colgnetiae u．a．  

●，DV：キクバドコローヤマブドウ群集 Dioscoreo－Vitietum coignetiae  

△，CH：イケマーカラハナソウ群落 q′nanChum caudatum－HumulusJ岬ulusvar・  

COrdybHusMGesellschaft  

■，RRc：クロイチゴークマイチゴ群落 月〟∂〟∫∽e∫曙αe〟∫一助血＝相加頭誠肝  

Gese11schaft  

▲，TH：グロゾルーノリウツギ群集 Tripterygio－Hydrangeetum paniculatae  

▼，RM：レンゲツツジーズミ群集 Rhododendro－Maletum japonicae  

□，IR：ウメモドキーミヤコイバラ群集Iliciserratae－Rosetum paniculigerae  

O，ⅠⅠ：ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落Jわズ頑po〃わα－此ズC′で〃αfαVar・  

Paludosa－Gesellschaft  

◆，RRk：ミヤマウラジロイチゴーミヤマニガイチゴ群落 R〟∂〟∫γα占e㌻月〟∂〟∫  

koehneanuj」－Gesellschaft  

である。従って本州中部におけるボタンヅルーモミジ  

イチゴ群団の中心的生育域は標高400～800mの丘  

陵，山地と考えられる。   

またボタンヅルーモミジイチゴ群団は本州中部の内  

陸域のはぼ全域にわたって水平分布している（Fig・2  

a）。ボタンヅルーモミジイチゴ群団の各植生は水分条   

ケツイバラ群落が標高500m以下の低海抜地に分布  

が集中している。このボタンゾルーウツギ群落はエビヅ  

ルーセンニンソウ群団におけるセンニンソウ群集と同  

様に，人為的生育地一林道辺，植林辺など－を中心に  

みられる植生である。またジャケツイバラ群落は種組  

成の上でエビヅルーセンニンソウ群団と移行的な植生  
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の植物が特徴的に繁茂し，林縁部にも密生植分を形成  

する。このためブナクラス域に生育するミヤママタタ  

ビーヤマブドウ群団の植生は湿原周辺（レンゲツツジ  

ーズミ群集），風衝地（クロヅルーノリウツギ群集），  

渓谷地（キクバドコローヤマブドウ群集）など極端立  

地に限って生育している。より低海抜地にみられるボ  

タンゾルーモミジイチゴ群団の植生が林縁植生として  

普遍的にみられることと対照的である。  

Ⅱ．林縁生低木群落の生育形組成  

（1）各群田の生育形上の特徴   

本州中部の林縁生低木群落は3群団ほかに含められ  

る。陽地生であり低地に分布の集中するエビゾルーセ  

ンニンソウ群団にはキイチゴ形植物，直立低木形植物，  

つる植物の3生育形の優占した群集，群落，すなわち  

キイチゴ形群落，直立低木形群落，つる植物形群落の  

いずれもがすべて含まれる（Fig．4）。エビゾルーセン  

ニンソウ群団ではメダケおよびアズマネザサのメダケ  

属 Pおわ∂rα∫わ〟 のササが特徴的に出現する。直立  

低木形植物の被覆指数はこれらメダケ属植物によって  

大半が占められている。一方各生育形の出現種数比率  

一生育形組成－は，群集，群落による変動が顕著であ  

る。群団全般ではキイチゴ形植物が劣勢であり，対照  

的につる植物が優勢である。   

ボタンゾルーモミジイチゴ群団では，3群団中でキ  

イチゴ形植物が最も優勢であり，特に被覆指数におい  

ては半数以上の植生単位で優占種となっている。直立  

低木形植物は優占する植生単位がはとんどみられない  

が，各群集，群落に普遍的に一定の被覆指数を占めて  

いる。つる植物優占の植生はキイチゴ形植物優占の植  

生と括抗してみられる。すなわち，ボタンゾルーモミ  

ジイチゴ群団はつる植物形群落とキイチゴ形群落で占  

められているといえる。一方，各生育形の出現種数は群  

集，群落による変動がはとんどみられず，いずれの植生 ／  

にも一定の比率でキイチゴ形植物，直立低木形植物，  

っる植物が混生している。この原因は，ボタンヅルーモ  

ミジイチゴ群団の植生がいずれも森林植生の林縁のみ  

に発達し，群団を通じての生育立地の差が比較的小さ  

いことによるものと判定される。群団全般では，つる  

植物，直立低木形植物，キイチゴ形植物の順で優勢で  

ある。   

高海抜地および湿原辺のミヤママタタビーヤマブド  

ウ群団はかの植生にはキイチゴ形植物，直立低木形植  

物，つる植物の3生育形のそれぞれが優占する植生が  

含まれている。しかし，全体では植物高の高くなるつ  

る植物，直立低木形植物が強く，低茎のキイチゴ形植  

物は比較的劣勢である。この要因にはブナクラス域に   

件や土壌の厚さ，保水力などの立地によるすみわけが  

みられ，富士山周辺に限られるカナウツギーモミジイ  

チゴ群集を除けば，いずれも広い水平分布を示してい  

る。日本海側地域ではブナクラス域の下降現象により  

ミヤママタタピーヤマブドウ群団の植生，特にキクバ  

ドコローヤマブドウ群集が低海抜地から広く生育する。  

このためはぼ同様な立地に生育する，ボタンゾルーモ  

ミジイチゴ群団のフジーマタタビ群落，オオツヅラフ  

ジーマタタビ群集などのつる植物群落は日本海側地域  

での分布が限られている。   

ボタンゾルーモミジイチゴ群団は丘陵，山地の渓谷  

部などの半陰地に生育し，開放景観域に生育するエビ  

ゾルーセンニンソウ群団と比較して典型的な林縁植生  

を形成している。自然性の生育地は渓谷に接した渓畔  

林の林縁部や，崩壊性の谷状斜面など渓流による土壌  

流動が生じる不安定な立地である。  

C．ミヤママタタピーヤマフドゥ群団ほか   

ミヤママタタビーヤマブドウ群団ほかの植生は標高  

50m以下から2000m以上まで，最も広い垂直分布  

域を示している（Fig．3b）。水平的には関東山地や  

日本アルプスなど山岳地を中心に分布するが，一部愛  

知県の沿海地などにも生育している（Fig．3a）。   

ミヤママタタビーヤマブドウ群団の中心的群集であ  

るキクバドコローヤマブドウ群集は標高300m 付近  

から1500m付近までみられる。低海抜地の植分はい  

ずれもブナクラス域の下降する日本海側の植分であり，  

キクバドコローヤマブドウ群集は典型的なブナクラス  

域生の林縁生低木群落といえる。クロゾルーノリウツ  

ギ群集，レンゲツツジーズミ群集も同様である。   

一方，湿原辺に生育するウメモドキーミヤコイバラ  

群集，ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落はいずれ  

も標高800m 以下の低海抜地に生育し，水平的にも  

沿海部にとびはなれて分布している。ウメモドキーミ  

ヤコイバラ群集，ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群  

落はノリウツギを伴うことでミヤママタタビーヤマブ  

ドウ群団との類縁性がみられるが，水平および垂直分  

布の点からみて異質な植生といえる。またミヤマウラ  

ジロイチゴーミヤマニガイチゴ群落は標高1800m以  

上のコケモモートウヒクラス域に限ってみられ，分布  

の上でキクバドコローヤマブドウ群集などのミヤママ  

タタビーヤマブドウ群団の植生と異質である。コケ  

モモートウヒクラス域にはミヤマウラジロイチゴーミ  

ヤマニガイチゴ群落の他に，林縁生の植物群落として  

コマガタケスダリ，ミヤマモミジイチゴなどの優占群  

落がみられ，いずれもミヤママタタビーヤマブドウ群  

団とは種組成の上で差がみられる。   

本州中部を含む日本のブナクラス域ではササ属∫α∫α  
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キイチゴ形植物  直立低木形植物  つる植物  

Scheinstr左ucher  AufrechteStraucher  Lianeni．e．s．  
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Fig．4 林緑生低木群落の生育形スペクトラム  

Waldrand－Strauchgesellscha托en undihres Wuchsfbrmspektrum  

VC：エビゾルーセンニンソウ群団 Vitificiroliae－Clematidion ternirlorae．Lr：ク  

コ群落 Lycium rhombifbHum－Gese11schaft・Rt：カジイチゴ群集 Rubetum trifidi・Rr：  

ビロードカジイチゴ群集 Rubetum ribesiodis．VC：シナトウエビゾルーセンニンソウ群集  

Vitiizuinsularis－Clematidetum terninorae．Ct：センニンソウ群集 Clematidetum  

terniflorae，D：ウツギ亜群集 Subass．von Deutzia crenata，P：クズ変群集 Var．  

von Puerarialobata，T：典型変群集Typische Var．，Pc：アズマネザサ亜群集Subass．  

von Pleioblastus chino．Ps：メダケ群集 Pleioblastetum simonii．CE：ハマアオスゲ  

ーマルバアキグミ群落 Carex jibrilk）Sa－ぞkleagnuS umbeHata var・rOtund拘Ha－Gesellschaft・  

CR：ボタンゾルーモミジイチゴ群団 Clematido apiifoliae－Rubion palmati．SR：  

カナウツギーモミジイチゴ群集 Stephanan’dro tanakae－Rubetum coptophylli．  

CK：クサボタンーヤマブキ群集 Clematido stantis－Kerrietum japonicae，A：ミ  

ツバアケビ亜群集 Subass．von Akebia trifoliata，Hl：カラハナソウ亜群集 Subass．  

von Humuluslupulus var．cordifolius，CD：ボタンゾルーウツギ群落 Ch，matLs apゆHa  

－Deutzia crenata－Gesellschaft・T：典型下位単位 Typische Untereinheit，D：ウツギ下位単位  

Untereinheit von Deutzia c7mata，S：サルトリイバラ下位単位 Untereinheit von Smih2X China，  

Hi：タマアジサイ下位単位 Untereinheit von Lb／drangeainvoklurata．Cj：ジャケツイバラ群落  

Caesabiniajaponica－Gesellschart，SA：オオツゾラフジーマタタビ群集 Sinomenio acuti  

－Actinidietum polygamae．WA：フジーマタタビ群落 Fmteria jh）7ibun品－Actinidia  

p（叶gama－Gesellschaft．AV：ミヤママタタピーヤマブドウ群団ほか Actinidio－Vition  

eoignetiae u．a．DV：キクバドコローヤマブドウ群集 Dioscoreo－Vitietum coignetiae，  

T：典型亜群集 Typische Subass．，C：イヌツルウメモドキ亜群集 Subass・VOn Celastrus  

orbiculatus var．papi1losus．CH：イケマーカラハナソウ群落 q′nanChum caudatum－  

F［l／mu／us［upu［usvar．、Eord妙Hus－Gesellschaft・RRc：クロイチゴークマイチゴ群落Rubus meso－  

gaeu5－RublLS CrataegffbJius－Gesellscha丘． TH：クロゾルーノリウツギ群集 Tripterygio－  

Hydrangeetum paniculatae．RM：レンゲツツジーズミ群集 Rhododendro－Maletum  

japonicae，R：ノイバラ亜群集Subass．von Rosa multinora，S：ホザキシモツケ亜群集  

Subass．von Spiraea salicifolia．1R：ウメモドキーミヤコイバラ群集Iliciserratae－  

Rosetum paniculigerae．）［：ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落Ik・X n卓押Onica－Iおx  

crenata var．pa［udosaLGesellschaft．RRk：ミヤマウラジロイチゴーミヤマニガイチゴ群落 Rubus  

yabei－Rubus koehneanus－Gesellscha丘・  

センニンソウ群集が含まれている。つる植物が最も優  

勢な植生は被覆指数においてはシチトウエビゾルーセ  

ンニンソウ群集であるが，種数ではセンニンソウ群集，  

クズ亜群集が挙げられる。センニンソウ群集は2亜群  

集，2変群集に下位区分される。アズマネザサ亜群集  

は直立低木形植物であるアズマネザサの被覆指数が大  

半を占めており，メダケ群集のメダケとはぼ同様の被  

覆比率となっている。一方，ウツギ亜群集のクズ変群  

集ではつる植物が優勢であり，シチトウエビゾルーセ  

ンニンソウ轟集に近い。ウツギ亜群集の典型変群集は  

両者の中間的である。すなわち，センニンソウ群集は  

2生育形の優占した植生を含む植生単位である。  

B．ボタンヅルーモミジイチゴ群団   

おけるササ属植物の林縁への進出が挙げられる。各生  

育形の出現種数比率は，群集，群落による変動がはげ  

しい。全般的にはキイチゴ形植物が劣勢であり，つる  

植物，直立低木形植物が優勢である。ミヤママタタビ  

ーヤマブドウ群団はかの植生は，生育形の上では低地  

のエビゾルーセンニンソウ群団と性格が共通している。  

（2）群集，群落の生育形上の特徴  

A．エビヅルーセンニンソウ群団   

エビゾルーセンニンソウ群団には各生育形の優占植  

生がみられる。キイチゴ形植物優占のクコ群落，カジ  

イチゴ群集，ビロードカジイチゴ群集，直立低木形植  

物優占のメダケ群集，ハマアオスゲーマルバアキグミ  

群落など，そしてつる植物優占のシチトウエビゾルー  
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ボタンヅルーモミジイチゴ群団ではキイチゴ形植物  

優占のカナウツギーモミジイチゴ群集，クサボタンー  

ヤマブキ群集に対し，ジャケツイバラ群落，オオツゾ  

ラフジーマタタビ群集などが対照的なっる植物優占の  

植生として挙げられる。ボタンゾルーウツギ群落は典  

型下位単位と，ウツギ下位単位のサルトリイバラ下位  

単位でキイチゴ形植物が優占する。一方，ウツギ下位  

単位のタマアジサイ下位単位ではつる植物および直立  

低木形植物が優勢である。すなわち，ボタンゾルーウ  

ツギ群落は，エビゾルーセンニンソウ群団のセンニン  

ソウ群集と同様に，複数の生育形の優占植生を含んだ  

植生単位である。  

C．ミヤママタタピーサマブドウ群団ほか   

ミヤママタタビーヤマブドウ群団に含められる植生  

ではキクバドコローヤマブドウ群集，イケマーカラハ  

ナソウ群落がつる植物優占，クロイチゴークマイチゴ  

群落がキイチゴ形植物優占，そしてレンゲツツジーズ  

ミ群集が直立低木形植物優占である。キクバドコロー  

ヤマブドウ群集は中海抜地（およそ 300m～800m）  

のフジーマタタビ群落などと同様の組成および被覆比  

率を示す。レンゲツツジーズミ群集は2亜群集に区分  

されるが，ノイバラ亜群集がつる植物を多く含み，低  

地のハマアオスゲーマルバアキグミ群落などと共通し  

た組成比率を示す。他方，ホザキシモツケ亜群集はウ  

メモドキーミヤコイバラ群集，ミヤマウメモドキーハ  

イイヌツゲ群落などと同じく，直立低木形植物以外を  

はとんど含まない特異な群落を形成している。これは  

湿原辺植生の特徴と考えられ，同じ直立低木形植物優  

占の植生であるメダケ群集などとは組成比率の上で大  

きく異なっている。亜高山帯に生育するミヤマウラジ  

ロイチゴーミヤマニガイチゴ群落はキイチゴ形植物優  

占の植生であるが，キイチゴ形植物以外の植物を含ま  

ず，やはり生育形組成の上で特異的である。  

（3）倭占生育形と立地   

3群団その他を通じて，キイチゴ形植物は，半陰地の  

林縁部にやや低茎の優占植生を多く形成している。キ  

イチゴ形植物優占の植生はいずれも土壌流動の生じ易  

い立地に発達することが特徴的である。また直立低木  

形植物優占の植生は低地のメダケ群集，ハマアオスゲ  

ーマルバアキグミ群落，湿原辺のレンゲツツジーズミ  

群集，ウメモドキーミヤコイバラ群集などいずれも開  

放景観域に接した陽地生の植生である。湿原辺，河辺  

の比較的土壌の安定した立地に生育している。つる植  

物優占植生のセンニンソウ群集，オオツゾラフジーマ  

タタビ群集，キクバドコローヤマブドウ群集は，陽地  

から半陰地までの適潤で土壌の深い谷部斜面などに生  

育している。これらつる植物優占の群落は各群団内で  

最も多くの林縁生低木，つる植物を伴なった，代表的  

な林縁植生といえる。   

エビゾルーセンニンソウ群団のシチトウエビゾルー  

センニンソウ群集とミヤママタタビーヤマブドウ群団  

のキクバドコローヤマブドウ群集，ビロードカジイチ  

ゴ群集とクロイチゴークマイチゴ群落，ハマアオスゲ  

ーマルバアキダミ群落とレンゲツツジーズミ群集のノ  

イバラ亜群集などは生育形組成の上で対応した植生と  

考えられる。しかしいずれの対応群落においても，エ  

ビヅルーセンニ ンソウ群団の植生に対して，ミヤママタ  

タビーヤマブドウ群団の植生はつる植物を中JL、とした  

出現種数が減少している。これは高海抜地での気候の  

冷涼化に加え，ブナクラス域におけるササ属植物の林  

縁への進出が大きな原因と考えられる。ウメモドキー  

ミヤコイバラ群集，ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ  

群落は湿原生の植生であり，キイチゴ形植物およびつ  

る植物をはとんど含まで前記3群団と生育形組成の上  

で異質である。  

摘  要  

Ⅰ．本州の中部に位置している中部，関東地方に生   

育する林縁生低木群落の柿物社会学的調査，総合   

考察が行われた。  

2．認められた根生単位およびその群落体系上の所   

属は以下の通りである。   

ノイバラクラス   

Rosetea multiflorae Ohba，Miyawakiet Tx．   

1973  

オーダーは未決定  

Ordnung noch nicht bestimmt．  

エビゾルーセンニンソウ群団  

Vitificiroliae－Clematidion terni－  

rlorae Murakamiin MiyawakiI983  

クコ群落  

Lycium rhomb拘Iium｛iesellschaft  

カジイチゴ群集  

Rubetum trifidiOhba et Sugawara  

1980  

ビロードカジイチゴ群集  

Rubetum ribesioidis Ohba et  

Sugawara1980  

シテトウエビゾルーセンニンソウ群集  

Vitiizuinsularis－Clematidetum  

terniflorae Murakamiin Miyawaki  

198（I  

センニンソウ群集   
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オーダー，群団未決定   

Orudn．und Verb．noch nicht bestimmt．  

ウメモドキーミヤコイバラ群集  

Iliciserratae－Rosetum paniculigerae  

Murakamiin Miyawaki1983  

ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落  

地ズ〃如0〃わαイわズC′e〃αgαVar・クα／〟ゐ∫か  

Gesellscha托  

ミヤマウラジロイチゴーミヤマニガイチゴ  

群  

月〟∂〟∫γα占e才一月〟∂〟∫如e如eα〃〟∫－  

Gesellschaft  

3．本州中部の林緑生低木群落の特徴を明らかにす   

る目的で，各植生単位の水平および垂直分布，生   

育形構成の比較が行われた。本州中部では伊豆諸   

島および関東平野において低海抜生，かつ陽地生   

のエビゾル≠センニンソウ群団が特に広い水平分   

布域を占めている。内陸部は広くボタンゾルーモ   

ミジイチゴ群団の生育地となっている。ミヤママ   

タタピーヤマブドウ群団が山岳地にみられるほか，   

低海抜地の湿原およびコケモモートウヒクラス城   

に独立性の高い群集，群落が生育している。  

4．林緑生低木植物の生育形はキイチゴ形植物，直   

立低木形植物，つる植物の3生育形に分類された。   

エビヅルーセンニンソウ群団（5群集，2群落），ミ   

ヤママタタピーヤマブドウ群団ほか（4群集，4群   

落）には3生育形の優占する植生がすべて認めら   

れた。一方，ボタンゾルーモミジイチゴ群団（3   

群集，3群落）には直立低木形植物優占の植生を   

欠いている。さらにボタンゾルーモミジイチゴ群   

団の各群集，群落には，出現種数において3生育   

形の種群が大きな増減がなく出現した。これは林   

縁という，群団を通じての生育立地の差が比較的   

少ないことによるものと判定された。  

5．それぞれの生育形の柵物が優占する植分は，標   

高と無関係な，一定の立地との対応がみられる。   

各群団を通じて，直立低木形柵物優占の柿生は土   

壌撹乱の比較的少ない湿原辺や河川提【坊上に発達   

している。また、キイチゴ形相物優占の植生は土   

壌条件の不安定な崩壊性斜面を中心に生育してい   

る。つる植物優占の植生は適潤な深土壌地に，多   

数の林緑生の低木，つる柵物を伴った林緑生低木   

群落を形成している。   

Clematidetum terniflorae Miyawaki   

et Fujiwara1968em．Murakamiin Miya－   

waki1983   

メダケ群集   

Pleioblastetum simonii   

Minamikawa1970   

ハマアオスゲーマルバアキグミ群落   

Cαreズノ訪r肋∫α一g加αg〃〟∫〟∽∂e肋JαVar・   

rotundifblia｛；esellschaft  

ボタンゾルーモミジイチゴ群団  

Clematido apiifoliae－Rubion  

palmatiMurakamiin Miyawaki1983   

カナウツギーモミジイチゴ群集   

Stephanandro tanakae－Rubetum   

COptOphylliMiyawakiet Murakami1982   

クサボタンーヤマブキ群集   

Clematido stantis－Kerrietum  

japonicae Murakami in Miyawaki 1985 

ボタンヅルーウツギ群落   

Ck研創厄．御所政一伽〟た′αC′e〃αJα右esell－   

scha托   

ジャケツイバラ群落   

Caesak）iniajaponica｛iesellscha托   

オオツゾラフジーマタタビ群集   

Sinomenio acuti－Actinidietum   

polygamae MurakamiinMiyawaki1983   

フジーマタタビ群落   

廿′雨e／血ノわr伽／故山加加地守坤即／〃〝－   

Gesellscha托  

ミヤママタタピーヤマブドウ群団  

Actinidio－Vition colgnetiae Miyawaki  

et al．1968   

キクバドコローヤマブドウ群集   

Dioscoreo－Vitietum colgnetiae   

Miyawakiet al・1968   

イケマーカラハナソウ群落   

q′〃α〃Cカ〟∽Cα〟dαJ〟〝ト〃〟研〟／〟∫J叩〟／〟∫   

var．cord拘Hus－Gesellscha托   

クロイチゴークマイチゴ群落   

尺〟占〟∫ 〝脚Ogαe〟∫一尺〟∂〟∫C用fα錯節〟〟∫一   

Gesellschaft   

クロゾルーノリウツギ群集   

TripteryglO－Hydrangeetum   

paniculatae OhbaetSugawara1980   

レンゲツツジーズミ群集   

Rhododendro－Maletum JapOnicae   

Miyawaki，Okuda et Fujiwara1971  



88  

Zusammemfassung   

l．Waldrand－Strauchgese－11scha丘en oder Mantelgese11schaftenin Mittel－Honshul（Chubu－und Kanto－Gebiet）   

wurdenin pflanzensoziologische Gelandeauhahmen erfasst；eS Wurde eine vegetationskundliche Gesamt－   

betrachtungdurchgefiihrt．  

2．Diebishererfassten Vegetationseinheiten sindin fblgenderWeisein das Gese11schaftssystem einzuordnen：   

Rosetea multirlorae Ohba，Miyawakiet Tx．1973  

0rdnung noch nicht bestimmt．  

Vitificifoliae－Clematidion terniflorae Murakamiin Miyawaki1983  

Lycium rhomb拘Hum｛；esellscha托  

Rubetum trif’idiOhba et Sugawara1980  

Rubetum ribesioidis Ohba et Sugawara1980  

Vitiizuinsularis－Clematidetum terniflorae Murakamiin Miyawaki1986  

Clematidetum terniflorae Miyawakiet Fujiwara1968em．Murakamiin Miyawaki1983  

Pleioblastetum simoniiMinamikawa1970  

CarexjibriHbsa－Elaeagnusumbe肋tavar・rOtundUbHa竜esellschaft  

Clematido apiifoliae－Rubion palmatiMurakamiin Miyawaki1983  

Stephanandro tanakae－Rubetum coptophylliMiyawakiet Murakami1982  

Clematido stantis－KerrietumJaPOnicae Murakamiin Miyawaki1985  

CkmatLs apiifbHa－Deutzia crenata－Gese11schaft  

Caesa¢inia］aPOnica－Gesellschaft  

Sinomenio acuti－Actinidietum polygamae Murakamiin Miyawaki1983  

WLsteriajh）ribunda－Actinidiapo毎ama右esellschaft  

Actinidio－Vition colgnetiae Miyawakiet al．1968  

Dioscoreo－Vitietum colgnetiae Miyawakiet a●1．1968  

q′nanChum caudatum－HumuluslupuhjSVar．COrd拘Iiusもesellschaft  

Rubusmesogaeus－Rubuscrataeg的Iius竜esellschaft  

TripteryglO－Hydrangeetum paniculatae Ohbaet Sugawara1980  

Rhododendro－MaletumJaPOnicae Miyawaki，Okudaet Fujiwara1971  

0rudn．und Verb．noch nicht bestimmt．  

Iliciserratae－Rosetum paniculigerae Murakamiin Miyawaki1983  

［kx n如Onica－Ilex crenatavar．paludosa｛iesellscha托  

Rubusyabei－Rubuskoehneanus｛；esellschaf1  

3．Um die Eigenschafterder MantelgesellschaftinMittel－Honshuzuverdeutlichen，WurdendieHorizontal－und   

dieVertikal－Verbreitungsowie Wuchsfbrmspektren dereinzelnen Vegetationseinheiten dargestellt． Auf   

Mittel－Honshu kommt das Vitificifoliae－Clematidion terniflorae vor，Welches weitere Wuchs－   

gebiete aufdenIzu－Inseln undim Flachland der Kanto－Ebene besitzt．Das Clematido apiifoliae－   

Rubion palmatiwachstweiterim Binnenland．Das Actinidio－Vition colgnetiae und andere   

Vegetationseinheiten siedelnim Bergland und auch an Moorrandernin der unteren subalpinen，derNadel－   

Wald－Stuft（Vaccinio－Piceetea）．  

4．DreiWuchs丘）rmen Sind bezeichnend fdr die Straucher der Mantelgesellschaften：aufrechte Straucher  

（Sambucus，Lなustrumu．a．），Lianeni．e．s．（CkmatLy，Lonicerau．a．），und Scheinstraucher（Rubus，⊥ycium   

u．a．）．ImVitificifoliaeLClematidion terniflorae（mit5Assoziationen und2Gesellscha托en）   

undim Actinidio－Vition coignetiae（mit4Assoziationen und4Gesellschaften）sind Assoziat－  

ionen oder Gesellschaften gefunden worden，in denenJeWeils eine der3Wuchsfbrmen dominierte・Im   

Clematido apiifoliae－Rubion palmati（mit3Assoziationen und3Gesellschaften）gibteskeine   

von aufi・eChten Strauchern dominierte Assoziationen und Gesellschaften．Die vorkommenden Artenzahlen   
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beiden3Wuchsfbrmen unterscheiden sichjedoch nicht sehr stark．  

5．Die Gesellschaften，in denenJeWeils eine Wuchsfbrm dominiert，entSPreChen bestimmten Standorten und   

Sind unabhanglg VOn der Meeresh6he・ Die von aufrechten Strauchern beherrschten Gesellschaften   

entwickeln sich an Mooren und Flussdammen，WO die Bodenst6rung nicht grossist・Die Gese11schaFten   

mit dominierenden Scheinstrauchern wachsen hauptsachlich an Steilhangen mit instabilen Biiden. Die 

Gesellschaften mit dominierenden Lianeni．e．s．bilden mit mehreren Waldrandstrauchern und Lianen   

die bezeichnerlde Waldmantelgesellschaft m為sslg tiefbriindiger B6den．  

・－ ・中村幸人・鈴木伸一，1982：半田市   

の植生，121pp．（付着色植生図2，付表），半田市，   

半田．  

－・－ ・鈴木伸一・塚越優美子・金 聖徳・   

金 鐘元，1984：沼田市の植生，141pp．（付着色植   

生図4，付表），沼田市，沼田．  

・鈴木伸一・鈴木邦雄，1984：塩邪道路周辺  

（栃木県）の植生，112pp．（付着色植生図2，付表），   

栃木県土木部，宇都宮．  

（編著），1982：日本植生誌3，四国，539pp．  

（付着色植生図4，別冊表），至文堂，東京．  

（編著），1985：日本植生誌6，中部，604pp．  

（付着色植生図4，別冊表），至文堂，東京．  

（編著），1986：日本植生誌7，関東，641pp．  

（付着色植生図4，別冊表），至文堂，東京．  

宮脇 昭はか，1972：神奈川県の現存植生，788pp．  

（付着色植生図44，別冊衰），神奈川県，横浜．  

村上雄秀，1984：円海山地区の渓谷植生－1，円海   

山・港北ニュータウン地区生態調査報告書，p．87～  

】24．横浜市公害研究所，横浜．  

1986．：横浜市の河辺植生，横浜の川と海の生   

物（第4報），p．125～150．横浜市公害対策局，横   

浜．  

新潟県，1979：第2回自然環境保全基礎調査植生調   

査報告書，121pp．（付着色植生図），新潟県，新潟．  

大場達之・橋渡勝也，1982：飛騨山系南部，烏川流域   

の植生，北アルプス烏川流域の自然と文化総合学術   

調査報告書，p．479～602、  

・菅原久夫，1980：ノイバラ群綱の分類，神奈川   

県博研報（自然科学）22：15～34．横浜．  

静岡県，1979：第2回自然環境保全基礎調査植生調   

査報告書，116pp．（付着色植生図），静岡県，静岡．  

高橋秀男，1971：フォツサ・マグナ要素の植物，神   

奈川県博研報（自然科学）2：1～63．横浜．  

富山県，1978：第2回自然環境保全基礎調査特定植   

物群落調査報告書，326pp．富山県，富山．   
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